別紙様式１
オープンファシリティ使用申請書
　　年　　月　　日
管理責任者

函館工業高等専門学校長　殿
オープンファシリティを下記のとおり使用したいので申請します。
なお，使用にあたっては，オープンファシリティ使用規程及び「使用上の留意事項」を遵守します。
	所属機関名称
	

	使用責任者名
	
	所属・職名
	

	e-mail
	

	緊急連絡先
	（勤務先Tel.）　　　　　　　　　（日中の連絡先Tel.）

	使用設備
	（設備番号）　　　　　　　　　　（設備名称）

	
	（設備番号）　　　　　　　　　　（設備名称）

	技術指導希望
	　有（　　　　時間）　　・　　無

	使用期間
	　　　年　　　月　　　日（　　）　～　　　　　　年　　　月　　　日（　　）

	使用時間
	　　：　　　～　　　：　　　　（使用時間の合計　　　　時間）

	使用目的
（研究題目等）
	

	研究の概要（※本校に所属していない者で，共同研究等の関係者が本校にいる場合は，その教職員の所属と氏名も記載すること）


	使用者名
（行が不足する場合は，別紙を添付すること。）
	所属機関名
	所属・職名
	氏名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	使用料及び技術指導料の請求先
	住所
	〒　　　－　　

	Tel.
	

	
	
	
	e-mail
	

	
	宛名
	
	備考
	（※後納の希望，理由など）


	予算区分
（申請者が本校関係者の場合のみ記載）
	（※該当予算をチェックする）
□教育研究実施研究費　□寄附金（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名：　　　　　　　　　　　）

□科学研究費（課題番号：　　　　　　　）　□間接経費（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名:　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※　次に裏面の事項について，ご確認の上同意いただける場合は□にチェックをご記入願います。
上記の申請内容にて，オープンファシリティの使用を承認します。
　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　
管理責任者
函館工業高等専門学校長　　　　　　　　　印
（申請書裏面）
オープンファシリティ使用上の留意事項
以下の留意事項について，確認の上同意する場合は□にチェックを記入願います。
同意しない場合，オープンファシリティの使用を許可しないことがあります。
□　1　この申請書は，使用希望日の原則3週間前までに，函館工業高等専門学校総務課研究推進係（kenkyu@hakodate-ct.ac.jp）へ提出すること。
□　2　使用料及び技術指導料の納付は，原則前納とする。本校が指定する銀行口座へ本校が指定する日までに振り込むこと。
ただし，官公署，特殊法人，公益法人，独立行政法人及び国立大学法人等に該当する場合は，後納を認めることがあるため，申請時に申し出ること。
　なお，既納の使用料及び技術指導料は，本校の責に帰すべき事由がある場合を除き，還付しない。
□　3　使用者は，使用日時の変更又は取消しをする場合は，使用開始日の前日（土日祝日及び本校の休業日を除く）までに申し出て，許可を得ること。
□　4　使用者は，善良な管理者の注意をもって設備を使用すること。また，火器取締り及び保安管理に留意すること。
□　5　使用者は，承認の取消し若しくは変更が行われた場合又は使用期間が満了した場合において，設備に投じた必要経費及びその他の費用は請求できない。

□　6　使用者は，設備を転貸し，又は担保に供しないこと。
□　7　使用者は，設備を使用目的以外に使用しないこと。
□　8　使用者は，指定場所以外で設備を使用しないこと。
□　9　オープンファシリティの使用により使用者に生じた損害については，本校は次の限度で責任を負担する。
(1)　本校の責めに帰すべき事由により，使用者が損害を被った場合の賠償すべき損害の範囲は，使用者に生じた通常の損害に限るものとし，逸失利益を含む特別損害については，その予見可能性の有無を問わず，賠償する責任を負わない。
(2)　賠償すべき損害の金額は，現実に支払済みの使用料及び技術指導料に相当する額を限度とする。
□　10　使用者は，設備及び本校の施設を亡失又は損傷したときは，設備の損害（修理や交換に要した費用の他，当該設備が使用できない間に支弁した相当の因果関係を有する費用（設備のレンタル費用等）を含む。）及び施設の損害（修繕に係る費用等）を賠償すること。
□　11　使用者は，設備及び本校の施設を亡失又は損傷したときは，直ちに詳細な報告書を管理責任者に提出し，その指示に従うとともに，その原因が天災，火災又は盗難にかかるものであるときは，亡失又は損傷の事実又は理由を証する関係官公署の発行する証明書を添付すること。
□　12　管理責任者は，設備について随時に実地調査し，若しくは所要の報告を求め，又は当該設備の維持，管理等に関して必要な指示をすることができる。

□　13　使用者は，設備の写真撮影及び複製をしてはならない。ただし，管理責任者が特に認めた場合はこの限りではない。

□　14　本校を受取人とする損害保険契約を締結させる等の条件が付された場合は，使用者は，それに従うこと。
